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４月臨時会・６月定例会

待ちに待った水遊び、今年も最高！！
（写真：八街第一幼稚園）



23 ձͩΑΓʛ平成30年（2018年）8月1日ٞࢢ

ٞ Ҋ ͷ ಺ ༰

◆
八
街
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

○
控
除
対
象
配
偶
者
を
同
一
生
計
配

偶
者
に
改
正
。

○
市
た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ
を
、
平

成
30
年
10
月
１
日
よ
り
行
い
、
併

せ
て
新
た
に
、
加
熱
式
た
ば
こ
の

課
税
方
式
を
改
正
し
て
、
５
年
間

税
率
を
引
き
上
げ
。

○
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に
係
る
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
を
追
加
。

◆�

八
街
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

○
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件

に
つ
い
て
、「
５
年
以
上
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
し
た
者

で
あ
っ
て
、
市
長
が
適
当
と
認
め

た
も
の
」
を
新
設
。

○
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義

務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中

等
教
育
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格

を
有
す
る
者
」
を
「
教
育
職
員
免

許
法
第
４
条
に
規
定
す
る
免
許
状

を
有
す
る
者
」
に
改
正
。

条
　
　
例

６
月
定
例
会

提
出
議
案
の
主
な
内
容

（
紙
面
の
都
合
上
、
議
案
の
内
容
の

�

一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
）

৹ٞ͞ΕͨҊ݅͸ɺٞ Ҋ̑݅ɺ
ൃٞҊ̎݅Ͱͨ͠ɻ
Ұൠ࣭໰͸��໊ͷٞһ͕͓͜ͳ͍·ͨ͠ɻ
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ٞ Ҋ ͷ ಺ ༰

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

○
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
補
助

�

２
５
０
万
円
増
額

○
実
住
保
育
園
舎
の
雨
漏
り
等
を
解

消
す
る
た
め
、
園
舎
の
大
規
模
修

繕
工
事
費

�

４
千
39
万
２
千
円
増
額

○
生
活
保
護
費
の
基
準
が
改
定
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、
生
活
保
護
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務

�

２
２
６
万
８
千
円
増
額

○
榎
戸
駅
自
由
通
路
整
備
及
び
駅
舎

橋
上
化
工
事
委
託
業
務
の
過
年
度

施
行
予
定
分

�

２
千
６
６
１
万
６
千
円
増
額

○
幼
稚
園
教
諭
の
退
職
に
伴
う
、
臨

時
教
諭
の
賃
金

�

97
万
２
千
円
増
額

○
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
拡
充
し
て

実
行
す
る
た
め
の
経
費

�

３
１
１
万
９
千
円
増
額

予
　
　
算

݄̒ఆྫձΛ݄̑̏̍ ೔͔Β݄̒̎�೔·Ͱͷ
̎�೔ؒͷձظͰ։͠࠵·ͨ͠ɻ

▲工事中の榎戸駅
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ҕ һ ձ

委員会での
審査

　6月14日から18日に各常任委
員会が開催され、付託された議
案等を審査しました。（紙面の
都合上、質疑等の一部を掲載し
ます。）
  

◆
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正

控
除
対
象
配
偶
者

を
同
一
生
計
配
偶
者

に
改
め
る
理
由
は
。

配
偶
者
控
除
に
つ

き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま

で
、
控
除
を
受
け
る
方
の

所
得
要
件
に
制
限
が
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
改
正
後
は
、
控
除
を

受
け
る
方
の
所
得
要
件
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
控
除
対
象
配
偶
者

が
、１
０
０
０
万
円
以
下
の

所
得
の
方
の
配
偶
者
で
、所

得
が
38
万
円
以
下
の
方
と

な
っ
た
関
係
で
、改
め
る
も

の
で
す
。加

熱
式
た
ば
こ
の

税
率
は
、
ど
の
く
ら

い
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

加
熱
式
た
ば
こ
の

税
率
は
、紙
巻
き
た
ば

こ
に
換
算
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
基
準
は
、
紙
巻
き
た

ば
こ
の
本
数
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、
0.4
グ

ラ
ム
を
0.5
本
分
と
紙
巻
き

た
ば
こ
１
本
に
相
当
す
る

金
額
を
0.5
本
分
と
あ
わ
せ

て
１
本
に
す
る
方
法
で
課

税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
設
備

投
資
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
の
追
加

に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て
、

標
準
課
税
を
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。

30
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
に
設
置
し
た

機
械
設
備
に
つ
い
て
、
設

置
後
３
年
間
の
固
定
資
産

税
を
ゼ
ロ
に
す
る
内
容
と

な
り
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

県
支
出
金
の
地
域

防
災
力
向
上
総
合
支

援
補
助
金
の
今
後
の
活
用

は
。

本
補
助
金
は
、
自

助
・
共
助
の
取
り
組

み
を
促
進
し
、
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
る
た
め
市

町
村
が
実
施
す
る
事
業
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補

助
金
交
付
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
八
街

市
地
域
防
災
力
向
上
計

画
に
沿
い
ま
し
て
、
本
補

助
金
を
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
八
街
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正５

年
以
上
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
市
長
が
適
当
と

認
め
た
者
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
現
在
、
５
年
に
満

た
な
い
方
は
い
る
の
か
。

高
校
を
卒
業
さ
れ

て
い
な
い
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
支
援
員
に
な

れ
る
要
件
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
中

学
校
卒
業
の
方
に
つ
き
ま

し
て
も
、
支
援
員
と
な
れ

る
よ
う
５
年
以
上
と
し
て

規
定
し
た
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
費
の
件
数
・
上
限

は
、
財
団
か
ら
来
る
予
算

で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

市
町
村
で
直
接
、

財
団
法
人
に
申
請
を

行
う
も
の
で
は
な
く
、
県
が

取
り
ま
と
め
て
、
県
の
な
か

で
枠
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
採
択
さ
れ
る
場
合
、
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
住
保
育
園
の
約

４
０
０
０
万
円
の
改
修

は
、
雨
漏
り
だ
け
な
の
か
。

実
住
保
育
園
の
屋

根
を
一
部
か
ら
全
面

に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
昨
年
春
先
の
強

風
で
、
玄
関
ド
ア
が
壊
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
修
繕
、

そ
の
他
、
休
憩
室
や
調
理

室
等
の
修
繕
、
遊
戯
室
等

の
空
調
・
照
明
修
繕
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
保
護
総
務
費

に
つ
い
て
、
集
計
作
業

の
統
計
項
目
の
追
加
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

電
算
シ
ス
テ
ム
の

集
計
項
目
を
追
加
す

る
も
の
で
、こ
れ
は
県
に
提

出
す
る
調
書
に
対
応
す
る

も
の
で
す
。

保
健
体
育
費
に
つ

い
て
、
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
の
拡
充
と
い
う
考

え
で
よ
ろ
し
い
の
か
。

八
街
市
と
教
育
委

員
会
と
体
育
協
会

で
、
例
年
通
り
の
大
会
を

拡
充
す
る
こ
と
で
す
。
平

成
31
年
10
月
に（
仮
称
）

小
出
義
雄
杯
八
街
マ
ラ
ソ

ン
大
会
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
、
新
た
な
大
会
を

見
す
え
て
、
今
回
の
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
を
拡
充
し
て
い

く
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

榎
戸
駅
の
全
体
的

な
進
捗
状
況
は
。

事
業
レ
ベ
ル
で
、

約
50
％
と
な
っ
て
お

り
、
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
に

つ
な
ぐ
階
段
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
お

り
、
現
在
、
東
口
、
西
口
駅

前
広
場
に
繋
が
る
階
段
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

榎
戸
駅
前
の
既
存

ト
イ
レ
を
撤
去
す
る

と
思
う
が
、
駅
の
ト
イ
レ

は
駅
の
中
に
入
る
の
か
。

既
存
の
ト
イ
レ
を

壊
し
て
、
西
口
に
今

ま
で
と
同
等
の
ト
イ
レ
を

作
る
計
画
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
東
口
に
関
し
ま

し
て
は
、
用
地
の
関
係
で

整
備
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
、
設
計
な
ど

を
準
備
し
て
お
り
、

秋
口
に
着
手
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

公
園
費
は
、
榎
戸

駅
に
関
す
る
も
の
な

の
か
。
ま
た
、
榎
戸
駅
を

周
回
す
る
と
こ
ろ
に
公
園

を
作
る
の
か
。

公
園
費
に
関
し
ま

し
て
は
、
け
や
き
の

森
公
園
に
関
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
榎
戸
駅
に
関

係
す
る
公
園
を
作
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

公
園
費
に
つ
い
て
、

地
方
債
で
載
せ
て

あ
っ
た
も
の
か
ら
、
補
助

金
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
財
源

を
変
更
さ
れ
た
理
由
は
。

千
葉
県
地
域
防
災

力
向
上
補
助
金
の
メ

ニ
ュ
ー
を
探
し
出
し
た
こ

と
に
よ
り
、
も
と
も
と
、

起
債
事
業
で
行
う
予
定
で

し
た
が
、
有
利
な
補
助
金

を
充
当
し
て
、
実
施
す
る

も
の
で
す
。

成
東
酒
々
井
線
か

ら
の
榎
戸
駅
舎
に
入

る
、
工
事
用
の
通
路
が
今

後
は
道
路
に
な
り
う
る
と

の
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

工
事
用
の
道
路
に

つ
き
ま
し
て
は
、
仮

設
道
路
で
あ
り
、
道
路
と

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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契
　
　
約

◆
市
役
所
第
１
庁
舎
耐
震
補
強
等
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

○
市
役
所
第
１
庁
舎
は
、
旧
耐
震
基
準
の
設
計
で
建
設
さ
れ

た
建
物
で
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
耐
震
診
断
を
実
施

し
た
結
果
、一
部
に
耐
震
強
度
不
足
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

耐
震
診
断
結
果
を
基
に
、
平
成
29
年
度
に
耐
震
補
強
及
び

改
修
工
事
の
実
施
設
計
業
務
を
完
了
し
、
平
成
30
年
度
に

耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

�݄ྟ࣌会
ఏग़ٞҊのओͳ಺༰

ฏ੒��೥4月ྟ࣌会͸、4
月�6日（会̍ظ日）に開会さ
れ、議案�݅がఏग़され審
議されました。（紙面の都合
上、議案の಺༰の一部を掲
載します。）

ฏ੒��೥݄̐ྟ࣌ձٞҊ౳ࢍ൱Ұཡ

ฏ੒��೥݄̒ఆྫձٞҊ౳ࢍ൱Ұཡ

議
案
番
号
等

໊݅ ݁Ռ

֤ٞһͷࢍ൱
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 日　本

共産党
会派に所属
しない議員

木
村
利
晴

小
髙
良
則

林

修

三

石
井
孝
昭

小
山
栄
治

小
菅
耕
二

鈴
木
広
美

山
田
雅
士

新
宅
雅
子

川
上
雄
次

服
部
雅
恵

角

麻

子

加

藤

弘

林

政

男

小
澤
孝
延

丸
山
わ
き
子

京
増
藤
江

山
口
孝
弘

桜
田
秀
雄

議 1 専決処分の承認を求めることについて（八街市重度心身障害者の医療費助成に関する条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 2 専決処分の承認を求めることについて（八街市税条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 3 専決処分の承認を求めることについて（八街市都市計画税条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 4 専決処分の承認を求めることについて（八街市国民健康保険税条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 5 八街市役所第１庁舎耐震補強等工事の請負契約の締結について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案
番
号
等

໊݅ ݁Ռ

֤ٞһͷࢍ൱
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 日　本

共産党
会派に所属
しない議員

木
村
利
晴

小
髙
良
則

林

修

三

石
井
孝
昭

小
山
栄
治

小
菅
耕
二

鈴
木
広
美

山
田
雅
士

新
宅
雅
子

川
上
雄
次

服
部
雅
恵

角

麻

子

加

藤

弘

林

政

男

小
澤
孝
延

丸
山
わ
き
子

京
増
藤
江

山
口
孝
弘

桜
田
秀
雄

市　長　提　出　議　案
議 1 八街市税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 2 八街市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議 3 平成３０年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ╳ ╳ ○ ○
議 4 平成３０年度八街市国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
議 5 平成３０年度八街市水道事業会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案
発 1 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
発 2 国における平成３１年度教育予算拡充に関する意見書 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
議案番号等欄　　議・・議案　　発・・議員発議案
※木村利晴議長は採決に加わりません。
各議員の賛否欄　　○‥賛成　　╳‥反対　　欠‥欠席

▲耐震補強工事が始まる市役所第１庁舎

・契約金額
２億８千２６５万７６００円
・工事概要
鋼管ブレース補強…２０カ所、耐震壁新設…７箇所、
既存壁増打…７箇所、耐震スリット…８箇所、
外壁改修…１式、屋上防水…１式
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一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を
ただし、見解を求めるものです。
６月定例会の一般質問は、6月５日（火）、6日（水）、7日（木）の
３日間に15 名の議員が質問しました。
（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

市政を問う！

め
、
安
定
供
給
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
本
市
農
業
へ
の
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

八
街
駅
北
側
の
有
効
活
用

将
来
計
画
に
つ
い
て
、
自
分

の
お
考
え
を
は
っ
き
り
示
し
、

選
挙
公
約
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

具
体
的
な
将
来
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
八
街
駅
北
口

の
市
有
地
利
用
検
討
委
員
会
」を
立
ち

上
げ
検
討
中
で
す
。

ケ
ヤ
キ
並
木
に
つ
い
て
、
根

回
り
が
持
ち
上
が
り
歩
道
に
悪

影
響
を
生
じ
て
い
る
。
今
、
伐
採
し

な
い
と
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に

な
る
が
。

植
栽
マ
ス
の
盛
り
上
が
り

も
確
認
さ
れ
、
将
来
、
歩
道

の
通
行
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す

の
で
、
沿
道

の
地
区
と
も

調
整
を
図
り

な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

議
会
本
会
議
場
貸
し
出
し

全
国
的
に
も
珍
し
い
議
会
本

会
議
場
の
貸
し
出
し
が
、
始
ま

り
ま
し
た
。
今
後
、
月
１
回
の
農
業

委
員
会
総
会
は
、
議
事
堂
で
行
わ
れ

ま
す
が
感
想
は
。

傍
聴
席
の
確

保
、
会
場
準
備

な
ど
の
時
間
短
縮
、
各
委
員
の
発
言

が
明
瞭
に
聞
き
取
れ
る
な
ど
、
議
論

も
活
発
に
な
り
、
好
評
で
し
た
。

子
ど
も
の
議
場
表
彰

学
芸
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど

で
活
躍
し
た
児
童
・
生
徒
を
議

会
本
会
議
場
で
表
彰
で
き
る
制
度
を

議
会
に
提
案
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
賛

同
を
得
て
実
現
し
た
い
と
思
う
。
登

校
日
の
出
席
に
つ
い
て
、
ど
う
か
。

小
中
学
校
の
校
長
会

と
協
議
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

種
子
法
廃
止

種
子
法
廃
止
の
影
響
は
。

県
は
、「
千
葉
県
主
要
農

産
物
種
子
対
策
要
綱
」を
定

ࢢ
௕

ࢢ
௕

ࢢ
௕

໰໰໰

໰ ໰

೶
ۀ
ҕ
һ
ձ
ࣄ
຿
ہ
௕

ڭ
ҭ
࣍
௕

▲八街駅北口のケヤキ並木

　
桜
田
　
秀
雄

議
会
本
会
議
場
の
貸
し
出
し

�

感
想
は
？
　

個人
質問
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暮
ら
し
を
脅
か
す
一
律
的
な

差
し
押
さ
え
も
や
ら
れ
て
い
る
。

総
務
省
は
１
月
「
滞
納
処
分
を
す
る

こ
と
で
、
生
活
を
著
し
く
窮
迫
さ
せ

る
お
そ
れ
が
あ
る
時
は
、
滞
納
処
分

の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

滞
納
者
の
個
別
、
具
体
的
な
実
情
を

十
分
に
把
握
し
た
上
で
適
切
な
執
行

を
」
と
い
う
指
示
文
書
を
出
し
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

徹
底
し
た
調
査
を

進
め
ま
す
。

税
滞
納
者
の
多
く
は
生
活
困

窮
に
陥
っ
て
お
り
、
徴
収
の
強

化
だ
け
で
な
く
、
生
活
再
建
へ
の
支

援
が
必
要
。
滋
賀
県
野
洲
市
で
は
、

市
民
の
生
活
を
壊
し
て
ま
で
も
滞
納

整
理
を
行
う
の
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、

生
活
を
壊
さ
ず
納
付
し
て
も
ら
う
の

が
原
則
で
、
い
か
に
お
金
を
回
収
す

る
か
で
は
な
く
て
、
困
っ
て
い
る
人

を
い
か
に
支
援
す
る
か
と
い
う
視
点

で
、
市
民
生
活
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
る
。
本
市
も
こ
う
し
た
窓
口
を

設
置
し
、
親
身
な
徴
収
行
政
に
転
換

す
る
こ
と
を
求
め
る
が
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
設
置

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
収
行
政
の
改
善
を

平
成
29
年
度
の
差
し
押
さ
え

件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

平
成
29
年
度
は
、
給

与
が
１
５
７
件
、
預
金

が
４
３
４
件
な
ど
合
計
で
７
８
９
件

で
す
。

こ
の
10
年
間
で
最
高
の
差
し

押
さ
え
件
数
と
な
り
、
差
し
押

さ
え
ら
れ
た
市
民
は
、
生
活
が
成
り

立
た
な
い
、
生
き
て
い
け
な
い
と
い

う
実
態
が
あ
る
。
給
与
が
振
り
込
ま

れ
た
日
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
市
民

が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
悲
観
し
て

自
殺
を
図
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

幸
い
、
ご
近
所
の
方
に
発
見
さ
れ
て

一
命
を
取
り
と
め
た
が
、
徴
収
強
化

一
辺
倒
の
徴
収
業
務
が
市
民
を
追
い

つ
め
て
い
る
。
市
長
は
こ
の
件
を
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

公
的
な
事
実
確
認
が
な
い

の
で
因
果
関
係
等
に
つ
い
て

は
、
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控
え
ま
す
が
、

本
市
の
差
し
押
さ
え
は
、
給
与
に
準
じ

て
差
し
押
さ
え
禁
止
額
等
を
勘
案
、
預

金
の
差
し
押
さ
え
は
一
定
額
を
残
す
よ

う
な
配
慮
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

平
成
28
年
度
の
中
学
生
の
就

学
援
助
受
給
率
は
前
年
度
と
比

較
す
る
と
低
下
し
、
給
食
費
の
収
納

率
も
同
様
に
低
下
し
て
い
る
。
給
食

費
の
滞
納
世
帯
で
就
学
援
助
を
利
用

で
き
た
の
は
何
件
あ
る
の
か
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

今
後
も
周
知
し
ま
す
。

４
月
１
日
現
在
、
実
住
小
と

東
小
学
校
の
児
童
が
通
う
児
童

ク
ラ
ブ
の
３
年
生
26
名
が
待
機
と

な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
を
安
全
に
過

ご
せ
る
場
所
の
確
保
を
求
め
る
が
。

期
間
は
単
発
で
す

が
、
中
央
公
民
館
や
図

書
館
等
で
の
子
ど
も
向
け
の
事
業
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
交
通
事
故
防
止
施
策
の
充
実
を

　

・
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
早
期
実
施
を

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
路
線
が
廃
止

さ
れ
た
地
域
は
困
っ
て
い
る
。
高

齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
の
見
直
し
・
検
討
を
地
域
公
共
交

通
協
議
会
で
い
つ
開
始
す
る
の
か
。

利
用
実
績
に
基
づ
く
検

証
作
業
等
を
勘
案
し
利
用

し
や
す
い
事
業
と
な
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

年
３
回
開
催
さ
れ
る
地
域
公

共
交
通
協
議
会
で
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
協
議
し
、

協
議
結
果
を
そ
の
都
度
周
知
徹
底
す

る
よ
う
求
め
る
が
。十

分
検
討
し
ま
す
。

国
は
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

導
入
目
標
２
０
２
０
年
度
に
７

０
０
市
町
村
と
し
、
赤
字
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
た
が
、

こ
の
制
度
の
活
用
で
誰
も
が
利
用
で

き
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
早
期
実

施
を
求
め
る
が
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会

等
で
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

໰໰

໰ ໰

ࢢ
௕

ࢢ
௕

໰

໰

໰ ໰

໰

ࢢ
௕

ࢢ
௕

૯
຿
෦
௕

૯
຿
෦
௕

૯
຿
෦
௕

ڭ
ҭ
࣍
௕

ڭ
ҭ
࣍
௕

日
本
共
産
党
　
丸
山
　
わ
き
子

税
滞
納
者
の
事
情
に
即
し
た

�

丁
寧
な
納
税
相
談
を
　

個人
質問

日
本
共
産
党
　
京
増
　
藤
江

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
に

個人
質問
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の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
に
、
印

鑑
登
録
証
明
書
等
が
取
得
で
き
る
「
コ

ン
ビ
ニ
交
付
」
の
導
入
が
有
効
と
思
わ

れ
ま
す
。
実
施
済
み
の
近
隣
市
町
の

状
況
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
生
の
健
康
を

小
中
学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
対
策
は
。

小
中
学
生
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
は
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育

て
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
て
、
子
育
て

支
援
を
推
進
し
て
い
く
点
で
は
、
検
討

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に

よ
り
毎
年
、
学
級
閉
鎖
、
学
年

閉
鎖
と
な
る
が
対
応
は
。

予
防
的
な
指
導
、
啓
発

活
動
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆�

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
前

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
活
用

◆
交
通
網
の
整
備

駅
北
口
の
市
有
地
利
用
検
討
委
員
会

に
、
多
目
的
広
場
と
し
て
の
整
備
を
、

選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
検
討
す
る
よ
う

指
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

移
動
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

政
府
が
移
動
式
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
実
証
実
験
を
始
め
る

と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に

「
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
過
疎
地

域
」と
あ
り
ま
す
が
当
市
の
現
状
は
。

本
市
は
対
象
外
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
想
定
さ
れ
る
大
規
模

災
害
時
に
備
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
拠
点
整
備
も
必
要
で
は
。

災
害
応
急
対
策
を
実
施

す
る
上
で
必
要
と
な
る
燃

料
の
優
先
的
な
供
給
及
び
運
搬
に
つ

い
て
、
千
葉
県
石
油
商
業
組
合
八
街

支
部
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
国

の
実
証
試
験
の
動
向
に
も
注
視
し
な

が
ら
、
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
人
財
育
成
に
つ
い
て

地
域
資
源
の
活
用
を

八
街
市
南
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
は
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
体
調
、

健
康
管
理
、
生
活
全
般
な

ど
の
相
談
が
１
６
６
件
、
高
齢
者
の

安
否
確
認
に
関
す
る
通
報
が
２
件
、

介
護
予
防
支
援
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
利
用
の
契
約
件
数
が
２

５
７
件
で
す
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知
ら

な
い
方
に
対
し
て
の
Ｐ
Ｒ
は
。

広
報
や
ち
ま

た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
講
座
等
を
通
じ
て
、
周

知
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
印
鑑
証
明
・
住
民
票

取
得
は
。

南
部
地
域
の
山
田
台
郵

便
局
及

び
本
庁
で
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
市
全
体

拠
点
整
備

八
街
駅
北
口
市
有
地
の
活
用

の
状
況
及
び
過
去
の
実
績
は
。

現
在
、
月
に
１
回
、「
北

口
市
」
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
昨
年
度
は
「
落
花
生
ま
つ
り
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
、
市
有
地
が

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
等
が
で
き
る
多
目
的
広
場
と
し

て
整
備
を
し
て
は
。

千
葉
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と

八
街
駅
前
の
活
性
化
を
目

的
に
、「
ち
ば
ク
ラ
フ
ト
青
空
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
」
の
会
場
と
し
て
、
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
土
曜
日
に
北
口
市
有
地
を

貸
し
出
す
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
り
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
八
街

໰
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໰໰

໰ ໰
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ࢢ
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ࢢ
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ࢢ
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ࢢ
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ྸ
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෱
ࢱ
՝
௕

▲南部地域包括支援センター

௕
ҭ
ڭ

八
街
駅
北
口
の
市
有
地
を

�

新
た
な
拠
点
に
！！
　

個人
質問

や
ち
ま
た
��
　
小
澤
　
孝
延

や
ち
ま
た
��
　
林
　
政
男

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

�

さ
ら
な
る
活
用
を
！
　

個人
質問
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び
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
区

へ
の
回
覧
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
高

齢
者
の
訪
問
時
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
の
配
達
時
等
に
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
の
活
性
化

今
、全
国
に
広
が
る
道
の
駅
。

市
民
が
集
え
る
道
の
駅
の
建
設

を
望
む
が
。現

時
点
で
は
道
の
駅
の

整
備
は
非
常
に
難
し
い
状

況
で
す
が
、市
の
活
性
化
策
の
１
つ
で

あ
る
と
は
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の「
ヒ
マ
ワ
リ
」を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
は
。

現
在
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
は
、
手
元
に
５
千
粒

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
大
体
25
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
１
面
分
く
ら
い
あ
り
ま
す
の

で
、
例
え
ば
市
民
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、種
を
配

布
し
て
、
ヒ
マ

ワ
リ
畑
が
で
き

れ
ば
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

康
相
談
等
を
行
い
、低
栄
養
に
つ
い
て
の

予
防
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
し
っ
か
り
食
べ
て
10
食
品
群

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」を「
広
報
や
ち

ま
た
」に
掲
載
は
。

食
品
摂
取
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
活
用
は
、
低
栄
養
を
予
防
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、市

民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
安
心
安
全

過
去
５
年
間
で
下
校
時
に
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
子
ど
も
は
、全

国
で
84
人
、６
年
生
４
人
に
対
し
１
年

生
は
８
倍
の
32
人
で
し
た
。事
故
防
止

の
た
め
、交
通
指
導
の
徹
底
は
。

子
ど
も
や
家
庭
に
は
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
徹
底
し
て

指
導
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

自
転
車
通
学
の
中
学
生
は
、夜

暗
く
な
っ
て
、黒
い
制
服
だ
と
、目

立
た
な
い
。光
る
た
す
き
等
の
配
付
を

要
望
す
る
が
。反

射
ク
ロ
ス
の
配
付
を

し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
対
策

小
、
中
学
校
の
熱
中
症
対
策

は
。

市
内
全
校
の
教
室
に
扇

風
機
を
配
置
し
、学
校
に
よ

り
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、製
氷
機

の
活
用
、
首
筋
を
冷
や
す
タ
オ
ル
を

持
参
す
る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
各
自
水

筒
を
用
意
し
、
水
分
補
給
を
行
う
よ

う
、保
護
者
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

熱
中
症
指
数
計
の
導
入
を
求

め
る
が
。今

後
、
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
に
配
付
す
る

予
定
で
す
。

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
は
。

介
護
予
防
教
室
や
、
高

齢
者
が
集
ま
る
講
和
の
中

で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
高

齢
者
宅
に
訪
問
配
布
を
求
め
る
が
。

今
後
は
、
熱
中
症
対
策

普
及
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
及

健
康
寿
命
の
延
伸

平
均
寿
命
が
延
び
て
も
、健
康

寿
命
が
延
び
な
く
て
は
意
味
が
な

い
。健
康
寿
命
延
伸
の
施
策
は
。

特
定
健
康
診
査
を
は
じ
め

各
種
検
診
の
実
施
、
運
動
習

慣
の
徹
底
、
食
生
活
の
改
善
な
ど
を
目

的
と
し
た
特
定
保
健
指
導
・
健
康
教
育
・

健
康
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、「
八
街
市
健
康
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、

生
涯
に
わ
た
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
新
型
栄
養
失
調
」と
は
、日
常
の

食
生
活
の
乱
れ
に
よ
る
栄
養
低
下

に
よ
り
、老
化
が
早
ま
る
状
態
を
言
い
ま

す
。こ
れ
を
予
防
す
る
こ
と
は
高
齢
者
が

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。「
新
型
栄
養
失
調
」予
防
に
つ

い
て
、市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

毎
日
食
べ
る
食
品
群
が
多

い
ほ
ど
栄
養
失
調
に
は
な
り

に
く
く
、
要
介
護
と
な
る
危
険
性
が
少

な
い
こ
と
、
毎
日
食
べ
る
食
品
群
が
少

な
い
人
は
、数
を
増
や
す
と
、栄
養
状
態

が
改
善
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、健
康
教
室
、健
康
教
育
、健

໰

໰

໰ ໰໰
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公
明
党
　
服
部
　
雅
恵

熱
中
症
対
策
と
市
の
活
性
化

個人
質問

公
明
党
　
新
宅
　
雅
子

健
康
寿
命
の
延
伸
と

�

子
ど
も
の
下
校
時
の
安
全

個人
質問
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児
童
生
徒
か
ら
の
図
書
の

予
約
・
貸
出
・
返
却
の
対
応
、

優
良
図
書
の
選
出
・
発
注
・
受
入
作
業
、

図
書
だ
よ
り
の
発
行
、
図
書
委
員
会
所

属
の
児
童
生
徒
の
支
援
、
図
書
館
環
境

の
整
備
。
ま
た
、
教
員
と
連
携
し
、
学

校
図
書
館
で
の
調
べ
学
習
の
補
助
、
必

要
資
料
の
準
備
な
ど
、
授
業
づ
く
り
に

も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

週
４
時
間
の
勤
務
時
間
の
中

だ
け
で
、仕
事
が
で
き
る
の
か
。

今
後
、
学
校
図
書
館

の
充
実
、
読
書
活
動
の

推
進
の
観
点
か
ら
も
、
学
校
図
書
館

司
書
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と

考
え
る
が
予
算
も
伴
う
こ
と
な
の

で
、
関
係
部
署
と
の
協
議
も
進
め
て

い
き
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
ご
み
分
別
辞
典
の
配
布
を

◆�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
相
談
窓
口

の
設
置
を

「
育
て
八
街
っ
子
」
読
書
計
画
に

つ
い
て家

庭
及
び
地
域
に
お
け
る
取

り
組
の「
街
の
本
箱
」
の
設
置

状
況
と
拡
充
は
。

現
在
、ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

と
南
部
老
人
憩
い
の
家
の

２
ヶ
所
に
設
置
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
棚
の
整
理
、

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
の
事
前
提
供
に
よ

り
、
本
の
補
充
・
入
れ
替
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
は
新

規
設
置
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
広
報
や
ち
ま
た
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等

に
よ
り
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
で
き
な
い
か
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
に
つ
い
て
研

究
し
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
司
書
の
仕
事
内
容
は
。

ア
世
代
の
就
労
・
起
業
の
支
援
策
は
。

「
八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」の
活
用
や「
中

高
年
の
た
め
の
再
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
。
起
業
支
援
で
は
産
業

競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創
業
支
援

事
業
計
画
を
策
定
し
、
国
の
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

落
花
生
の
郷
・
や
ち
ま
た
応
援

寄
付
金返

礼
品
に
つ
い
て
は
公
募
を

行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
そ

ろ
え
て
は
。

５
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
業
務
の
委
託
業
者
と
協

力
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
品
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
市
内
の
事
業
者
を
直
接

訪
問
し
、
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
事

業
者
と
新
た
な
返
礼
品
の
研
究
、
開

拓
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
市
民
農
園
の
育
成

　
「
市
民
農
園
区
域
」の
指
定

◆
空
き
家
対
策

　
「
お
試
し
住
宅
」や

　
「
農
地
付
き
空
き
家
」の
実
現

超
高
齢
化
、
人
生
百
年
時
代
へ

の
施
策今「

日
本
で
は
２
０
０
７
年

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
半
数
が

１
０
７
歳
よ
り
長
く
生
き
る
」か
つ
て

経
験
の
な
い
長
寿
社
会
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
本
市
の
現
状
の
分

析
と
将
来
予
想
は
。

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
１
万
９
千
９
５
７
人
、

高
齢
化
率
は
28
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
平

成
37
年
に
は
34
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
高
齢
化
率
は
６
・
3
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

市
民
が
健
康
で
長
生
き
で
き

る
社
会
に
向
け
、
本
市
の
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
へ
の
取
り
組
み
は
。

レ
セ
プ
ト
に
よ
る
デ
ー

タ
分
析
を
活
用
し
健
康
課

題
の
明
確
化
や
、
効
果
的
な
保
健
事

業
を
計
画
し
、
今
後
も
広
域
連
合
や

関
係
機
関
と
連
携
、
健
康
寿
命
の
延

伸
及
び
重
症
化
予
防
等
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

知
識
や
経
験
が
豊
富
で
、
ま

だ
ま
だ
働
く
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
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子
ど
も
た
ち
に

�

読
書
に
親
し
む
環
境
を
　

個人
質問

公
明
党
　
川
上
　
雄
次
　

超
高
齢
化
社
会
・

�

ふ
る
さ
と
納
税
　

個人
質問
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る
と
と
も
に
、
保
健
医
療
体
制
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
医

療
圏
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
印
旛
地
域
保
健
医
療
協
議
会
等

に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
好
き
な
子
ど
も
を

　
　
　
　
　
育
て
る
た
め
に

「
育
て
八
街
っ
子
読
書
計
画
」

を
策
定
し
た
が
、こ
の
基
本
的

な
考
え
は
。

　

⑴
子
ど
も
が
読
書
に
親

し
む
機
会
の
充
実
、
⑵
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
支
え
る
読
書
環

境
の
整
備
、
⑶
子
ど
も
の
読
書
活
動

に
関
す
る
理
解
と
関
心
の
普
及
の
３

点
で
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
及

び
図
書
館
等
が

協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ

と
が
基
本
的
な

考
え
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
移
動
図
書
館
車
の
活
動

◆
児
童
館
の
図
書
整
備
計
画

１
つ
に
ま
と
め
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
移

住
定
住
情
報
が
閲
覧
で
き
る
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
７
月
の

構
築
を
目
指
し
、現
在
、事
務
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
パ
ソ
コ

ン
を
置
い
て
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
し
て
ほ
し
い
が
。市

役
所
正
面
玄
関

に
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
配
置
し
て
、
案
内
を
し
て
お
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
の
有
効
性
等
を

検
討
・
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
取
り
組
み

認
知
症
の
八
街
市
の
取
り
組

み
は
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
を
温
か
く
見
守
り
、
地
域
で
認
知

症
高
齢
者
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
、
事
業

者
、
学
生
等
に
対
し
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
め
る
街

八
街
市
は
、
県
の
平
均
寿
命

で
女
性
が
ワ
ー
ス
ト
１
位
、男
性

が
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
デ
ー
タ
が

出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
結
果
を
受
け
て

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

本
市
で
は「
八
街
市
健
康

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
そ
の

中
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
総
合
目
標

と
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
り
生
き
が
い
を
も
っ
て
心
身
共
に

健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
市
が
取
り
組
む
べ
き
事

業
等
に
つ
い
て
、
関
係
各
課
が
連
携

を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
加
え
、
個
人
の
取
り
組
み
、
家
族
、

親
族
の
理
解
や
支
援
、
地
域
の
人
々

と
の
つ
な
が
り
、
地
域
活
動
の
活
発

化
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

八
街
市
の
今
後
の
医
療
体
制

は
。

近
年
、
医
師
不
足
は
全

国
的
に
深
刻
な
社
会
問
題

で
あ
り
ま
す
が
、
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制

を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す

出
生
か
ら
子
育
て

　
　
　
　
　
高
齢
者
福
祉

出
生
か
ら
子
育
て
、
高
齢
者

福
祉
に
対
し
て
、
わ
か
り
や
す

く
で
き
な
い
か
。

各
種
手
続
や
サ
ー
ビ
ス

を
ま
と
め
た
暮
ら
し
の
便

利
帳
を
作
成
し
て
い
る
ほ
か
、子
育
て

世
代
へ
の
支
援
と
し
て
、妊
娠
か
ら
出

産
・
子
育
て
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
１
冊
に
ま
と
め
た「
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
す
る
な
ど
、
情

報
の
発
信
に
つ
き
ま
し
て
も
強
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
総
合
窓
口
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
新
規
事

業
と
し
て
、子
ど
も
に
健
全
な
遊
び
を

提
供
し
て
、そ
の
心
身
の
健
康
を
増
進

し
、情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
児
童
館
の
建
設
、妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
総
合
的
相
談

支
援
を
提
供
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点

と
な
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
設

置
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

お
い
て
、移
住
定
住
に
関
す
る
情
報
を

໰
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誠
和
会
　
林
　
修
三

誠
和
会
　
小
髙
　
良
則

子
ど
も
も
高
齢
者
も

�

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

移
住
定
住
に
向
け
て
問
う
！

個人
質問

個人
質問
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農
業
体
験
や
食
育
活
動
へ

の
取
り
組
み
を
研
究
し
、
先

進
地
の
取
り
組
み
事
例
を
情
報
提
供
し
て

ま
い
り
た
い
。

農
業
問
題

全
国
初
の
千
葉
県
農
業
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
本
市
の

農
業
の
関
わ
り
は
。

農
業
全
般
に
わ
た
る
相
談

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応

を
想
定
。千
葉
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、農
業

者
へ
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

多
発
す
る
農
機
具
事
故
の
現

状
と
事
故
防
止
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
。

　

作
業
事
故
防
止
の
啓
発

を
図
り
、
事
故
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

貧
困
問
題（
子
ど
も
の
貧
困
）

八
街
市
に
お
け
る
貧
困
世
帯
数
、

人
数
、相
対
的
貧
困
率
は
。

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在

の
人
口
は
、
７
万
１
千
２
９
０

人
で
、
所
得
金
額
１
２
２
万
円
未
満
の
人

数
は
、４
万
５
千
２
３
１
人
で
す
。（
被
扶

養
者
等
含
む
）。

生
活
保
護
受
給
世
帯
、人
数
の
推

移
と
傾
向
は
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
７

８
９
世
帯
、１
千
６
４
人
で
す
。

保
護
率
は
、１
・
49
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
人
口

の
66
人
に
１
人
が
生
活
保
護
受
給
者
で
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
け
る

具
体
的
解
決
策
は
。

学
校
現
場
に
お
け
る
家
庭

の
出
費
の
現
状
を
把
握
し
、
で

き
る
限
り
家
庭
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

「
子
ど
も
食
堂
」へ
の
取
り
組
み

は
。
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

の
確
認
、
必
要
に
応
じ
て
写
真
撮
影

を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
等

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

空
き
家
対
策
の
本
市
の
組

織
体
制
は
。

空
き
家
に
関
す
る
総
合

的
な
相
談
窓
口
を
都
市
計

画
課
に
て
行
い
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

相
談
窓
口
を
企
画
政
策
課
に
て
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
多
様

化
す
る
空
き
家
の
問
題
に
対
し
て
は
、

各
課
で
個
別
に
対
応
す
る
に
は
限
界

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
全

体
の
問
題
で
あ

る
と
の
共
通
認

識
の
も
と
に
、

庁
内
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
就
学
区
域
に
つ
い
て

　

・
指
定
校
変
更
後
の
状
況
は

　

・
ト
ラ
ブ
ル
・
問
題
は

◆
図
書
館
に
つ
い
て

　

・
現
在
の
利
用
者
数
に
つ
い
て

　

・
利
用
時
間
に
つ
い
て

空
き
家
問
題

実
態
調
査
後
の
対
応
は
。

平
成
27
年
度
に
行
い
ま

し
た
空
き
家
等
実
態
調
査

の
後
、
千
葉
県
住
ま
い
づ
く
り
協
議

会
の
「
空
家
等
対
策
検
討
部
会
」
に

本
市
も
参
加
し
て
お
り
、
空
き
家
問

題
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
効
果
的

な
施
策
が
見
出
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
空
き
家
に
関
し
て

は
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
空
き
家
の

増
加
が
見
込
ま
れ
、
住
環
境
等
の
問

題
が
更
に
顕
在
化
す
る
も
の
と
し
て
、

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
と
危
機
感
を
持
っ

て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

市
の
職
員
で
の
再
調
査
は
。

再
調
査
と
い
う
こ
と

で
、
都
市
計
画
課
の
職

員
が
再
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

既
に
把
握
し
て
い
る
５
３
８
件
を
１

件
ず
つ
回
っ
て
、
目
視
に
よ
る
外
観

໰໰໰໰

໰໰

ࢢ
௕

ࢢ
௕

ࢢ
௕

ࢢ
௕

相対的貧困とは？
・�OECD(経済協力開発機構)
では、等価可処分所得が全
人口の中央値の半分未満の
世帯員としています。

可処分所得とは？
・�実収入から、税金や社会保
険料などの非消費支出を差
し引いた、家計が自由に処分
することができる所得のこ
と。

໰

໰

໰ ࢢ
௕

ࢢ
௕

▲空き家の様子

௕
ҭ
ڭ

௕
෦
ຽ
ࢢ

建
設
෦
௕

誠
和
会
　
石
井
　
孝
昭
　

貧
困
問
題
（
子
ど
も
の
貧
困
）

　
　
　
　
　
　
　
解
決
に
向
け
て

個人
質問

誠
和
会
　
鈴
木
　
広
美

安
心
・
安
全
な
地
域
環
境
づ
く
り

個人
質問



ձͩΑΓʛ平成30年（2018年）8月1日ٞࢢ13

Ұ ൠ ࣭ ໰

公
園
整
備

公
園
の
遊
具
の
状
況
は
。

都
市
公
園
11
カ
所
に
29

基
、
児
童
遊
園
12
カ
所
に

38
基
、
宅
地
造
成
地
内
の
公
園
83
カ

所
に
１
７
２
基
の
遊
具
が
あ
り
、
安

全
に
利
用

で
き
る
よ

う
管
理
し

て
ま
す
。

環
境
問
題

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
の
状

況
は
。平

成
29
年
度
は
、展
開
検

査
や
、
確
認
作
業
を
強
化
し

た
結
果
、
過
去
５
年
間
の
平
均
に
対

し
て
、
許
可
業
者
は
、
可
燃
物
が
４
・

７
％
減
、
不
燃
物
が
６
９
・
２
％
減
、

事
業
者
は
、可
燃
物
が
２
８
・１
％
減
、

不
燃
物
が
８
７
・８
％
減
で
し
た
。

子
育
て
支
援
政
策

八
街
市
の
子
育
て
支
援
の
現

状
と
課
題
は
。

平
成
27
年
３
月
に
策
定

し
た
「
八
街
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
児
童
ク
ラ
ブ

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
整
備
を
推

進
し
て
お
り
、
待
機
児
童
の
解
消
、

総
合
的
な
相
談
体
制
の
充
実
、
遊
び

場
の
確
保
な
ど
、
保
育
の
質
的
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
。

国
は
、
平
成
32
年
度
末

ま
で
に
、
全
国
展
開
を
目

指
し
て
お
り
、
本
市
も
、
開
設
に
向

け
て
、
各
種
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
等
、
環

境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い

り
た
い
。

車
椅
子
バ
ス
ケ
（
ツ
イ
ン
バ

ス
ケ
）
を
や
り
た
い
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
中
央
公
民
館
や

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
は
使
用
は
で
き

な
い
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
と

し
て
、
前
例
が
な
い
、
競
技
用
の
車

椅
子
で
な
い
と
駄
目
、
タ
イ
ヤ
痕
が

つ
い
て
し
ま
う
、
転
倒
し
た
際
に
床

に
傷
が
つ
く
、
で
し
た
。
障
が
い
が

あ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
と
い

う
方
が
い
て
も
、
大
変
高
い
壁
が
あ

り
ま
す
。
市
長
の
考
え
は
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
は
、
市
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
車
椅

子
バ
ス
ケ
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

や
整
備
、
理
解
が
進
ま
な
い
要

因
と
し
て
、
八
街
市
に
は
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
が
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
は
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
は
策
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
八
街
市
教
育
振
興
基
本
計

画
の
中
で
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

促
進東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
契
機
に
、
障
が
い
者
へ

の
理
解
が
一
層
進
み
、
身
近
な
地
域

で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
取
り

組
み
や
、
柔
軟
な
対
応
は
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
、

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
は
、
自
ら
の
可
能
性
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
生
き
が
い
や
生
活
の
質

の
向
上
、
仲
間
や
地
域
で
の
交
流
が

深
ま
る
こ
と
か
ら
、
社
会
参
加
の
機

会
の
場
と
な
り
ま
す
。
市
全
体
で
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
、

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
環
境
の
整

備
、
合
理
的
配
慮
が
行
わ
れ
る
よ
う

対
応
し
ま
す
。
ま
た
市
広
報
等
で
周

知
を
図
り
、

障
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議会運営委員会・総務常任委員会

文教福祉・経済建設常任委員会

山梨県　甲府市
５月７日（月）

　○防災対策整備事業について
　　・「避難行動要支援者全体計画」の避難行動
　　　要支援者名簿作成の運用と実態の調査。
　○ �対面式議場の選択の経緯と議会運営における

利点について
　　・�傍聴者や執行部、議員間との緊張感・臨場感

ある対面式議場の調査。

群馬県　藤岡市
５月14日（月）

　○５歳児検診について
　　・�子どもの健康診査の先進地である藤岡市の

取り組み状況などを調査。
　○ �空き家対策について
　　・�「空き家等対策計画」、空き家バンク・リ

フォーム補助金制度の取り組み状況などの
調査。

山梨県　山梨市
５月８日（火）

　○移住・定住促進事業について
　　・�移住したい地域のランキングでは高い評価

を得ており、先進自治体として調査。
　○ �議会議員の倫理に関する規程等について
　　・�今後の議員の在り方の基準となる市議会政

治倫理規程の策定のための調査。

群馬県　高崎市
５月15日（火）

　○介護ＳＯＳサービスについて
　　・�高齢者の在宅介護の支援として、家族や介護

者の介護負担軽減などの事業を調査。
　○ �空き家緊急総合対策について
　　・�空き家の管理、解体、活用の支援など市民

ニーズに合わせた取り組み状況の調査。

先進地を視察してきました！

※視察内容の詳細については、「八街市」ホームページに掲載しておりますのでご覧ください
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義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

広報研究会に参加しました

国における平成31年度教育予算拡充に関する意見書

市議会で意見書を国などに提出

義務教育費国庫負担制度は、憲法上の要請として、教育の機会均等とその水準の維持向上を
めざして、子どもたちの経済的、地理的な条件や居住地のいかんにかかわらず無償で義務教育
を受ける機会を保障し、かつ、一定水準の教育を確保するという国の責務を果たすものです。

政府は、国家財政の悪化から同制度を見直し、その負担を地方に転嫁する意図のもとに、義
務教育費国庫負担金の減額や制度そのものの廃止にも言及しています。

地方財政においても厳しさが増している今、同制度の見直しは、義務教育の円滑な推進に大
きな影響を及ぼすことが憂慮されます。また、同制度が廃止された場合、義務教育の水準に格
差が生まれることは必至です。

よって、国においては、２１世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教育水準の維
持向上と地方財政の安定を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求めます。

７月５日 ( 木 ) 千葉県町村議会議長会主催の「市町村
議会広報研究会」が開催され、議会だより編集委員７人
が出席しました。議会広報サポーターの芳野政明氏より
議会広報の編集技術について勉強してきました。
読みやすく・解りやすい議会広報誌を目標に、今後の
編集に取り組みます。

・震災からの教育復興にかかわる予算の拡充を十分にはかること。
・�少人数学級を実現するため、公立義務教育諸学校の教職員定数を改善する計画を早期に策
定・実現すること。
・保護者の教育費負担を軽減するために義務教育教科書無償制度を堅持すること。
・現在の経済状況を鑑み、就学援助や奨学金事業に関わる予算をさらに拡充すること。
・子どもたちが地域で活動できる総合型地域クラブの育成等、環境・条件を整備すること。
・老朽校舎の改築や更衣室、洋式トイレ設置等の公立学校施設整備費を充実すること。
・�子どもの安全と充実した学習環境を保障するために、基準財政需要額の算定基準を改善し、
地方交付税交付金を増額すること。
・現在の教職員の労働状況を鑑み、教職員の労働環境改善の為の予算を充実すること。

国においては、教育が未来への先行投資であり、日本の未来を担う子どもたちに十分な教育
を保障することが、国民の共通した使命であることを再認識され、必要な教育予算を確保する
ことを強く要望します。（一部抜粋）
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編 集 後 記次回９月定例会日程（予定）
日 月 火 水 木 金 土

8/26 27 28 29 30 31
本会議
定例会開会

9/1

2 3 4 5
本会議
一般質問

6
本会議
一般質問

7
本会議
一般質問

8

9 10 11
本会議
議案質疑

12 13 14
委員会
総務

15

16 17 18
委員会
経済建設

19
委員会
文教福祉

20 21 22

23 24 25 26
決算審査
特別委員会

27
決算審査
特別委員会

28
決算審査
特別委員会

29

30 10/1 2
決算審査
特別委員会

3 4
本会議
定例会閉会

5 6

○会議開会予定時刻○
•本会議・委員会…午前10時　•特別委員会…午前9時（10/2の特別委員会は午後1時30分）
※予告なく変更になる場合があります。

妊娠中の方や、０歳から就学前までのお子さんとご家族の友達づくりの場として、多く
の方に利用されています。（パパさんも参加していました。）
常駐している支援サポーターの小山さん、桜田さんは、「お子さんもゆっくり遊べて、お
母さん同士の交流の場にもなっています。これからも皆さんがほっとできる場所を提供し
たい。」とさらなる意欲を語ってくださいました。

利用者の声
・�とてもきれいで、遊具も充実！毎週のように
通っています。
・お友達がたくさんできました。
・かまえずに相談ができて助かります。
・子育てに限らず何でも相談でき心強いです。
・おはなし会などのイベントも楽しみです。

おやこサロン「ひまわり」をのぞいてみました！

皆様、暑い毎日ですが、お元気ですか？
今年は、梅雨明けが早く、暑い夏が長く、�

体調管理が大変だと思います。
さて、八街市議会では、来年３月議会から

本会議のインターネット配信が始まる予定で
す。
皆様に親しみやすく、開かれた議会を目標
に議会だよりも、分かりやすく、読みやすい
紙面づくりを心がけています。
皆様のご意見をお聞かせいただけたら、�

うれしいです。
� （編集委員　小山栄治）

▲ボランティアグループ　おはなしの会
「おひさまはらっぱ」による、おはなし会の様子

▲お友達たくさん！みんな仲良し！

おやこサロン「ひまわり」
八街市総合保健福祉センター３階
月曜日～金曜日 午前９時から午後４時

（正午から午後１時まで閉館）




